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められたルートがないことが影響していると
考えられます。
　事故発生月は長期休暇の影響もあり、
小学生は春と秋に多くなりますが、全歩行
者では日没時間が徐々に早くなる年末に
かけて増える傾向にあります（図５）。
　小学生歩行者の法令違反は、全歩行
者と比較して「飛び出し」が多く（図６）、そ
れも低学年に多いことが特徴です（図７）。
この理由については、「幼児の歩行には、
道路における保護責任が父母や大人に
あるのに対し、小学生にはなく、一人歩き
できること」、「低学年には心身の発達段
階的に交通の危険を予測する能力が十
分に身に付いていないこと」、「物の見方
が自己中心的になりがちで、自らの視界に
やってくる車が見えなければ安全と思って
しまうような認知があること」、「自分の興
味のあるもの、忌避するものに対し、衝動
的に走り出してしまったり、逃げたりする傾
向があること」、「発育上身長が低く、障害

物や道路に駐停車の車両の陰に入り易
いこと」が指摘されています。※３

　小学生の歩行中の事故の特徴やその
原因をまとめると、以下の通りです。

ア低学年に多く高学年になるにつれて
少なくなる。小学１年生（７歳児）が最
も多い。
イ通行目的では「私用」中が最も多く、次
いで「下校」中、「登校」中となっている。
ウ事故類型では、小学生の「道路横断中」
の事故は多く、詳しくは私用で「その他
道路横断中」、登下校中で「横断歩道横
断中」が多い。
エ発生時期は春と秋にピークがある。
オ法令違反では「飛び出し」が、全年齢に
比べて際立って多く、低学年ほどその
傾向が強い。
カ低学年の小学生は身長が低く、運転者
から発見しにくい。
キ飛び出しの理由には、児童特有の自己
中心性、衝動性や危険予測能力の未熟
さが関係していると言われている。

小学生の歩行中の 
事故事例（図８）

　６月の晴れた休日のお昼過ぎ、Aさん
（20歳代・男性）はセンターラインのない
生活道路を時速40㌔程度で走行中、前
方約40ｍ先の道路右側端にBさん（小学
生・男性）を発見しました。子供であったの
で用心して約時速25㌔まで減速し、Bさん
まで10ｍほどまで近づいたところ、突然Bさ
んが走って道路を斜めに横断し始めたの
で、急ブレーキを踏み、ハンドルを左に切っ
て避けようとしましたが、間に合わず衝突し
てしまいました。
　Bさんは友達と待ち合わせの場所に行
くために歩いていました。待ち合わせ場所
に近づいたので横断しようと思い、１台の
車がBさんを追い越していった後、この道
は交通量が少ないので、もう車は来ないだ
ろうと思い、後ろを確認することなく斜めに
走り出したため、Aさんの車には気づきま
せんでした。

運転者が留意すべきこと

　以上から、次の①～③を車で走行する
際には注意し、慎重に運転しましょう。
①学校近辺はもちろん、子供が多くいそ
うなところ（通学路、ゾーン30エリ
ア※４、スクールゾーン）に近づいたと
きや、子供がよく遊んでいそうな公園
の近く、子供がよく集まるお店や塾の
近くの道路、あるいはその駐車場内
②平日の（分散）登下校時間帯
③道路の脇に駐停車している車がある
生活道路、見通しの悪い交差点

　特に子供の飛び出しには、回避行動が
間に合わない場合もありますので、速度を
落し、物陰に子供がいないか安全を確認
して通過しましょう。
　新型コロナウイルスの流行は、今後も
起こり得るかもしれません。外出自粛で
交通量が少なくなると、自動車の走行速
度が知らずと高まります。外出歩行者も
少ないかもしれませんが、速度が高いと
危険を発見しても回避がより困難になり
ますので、十分注意しましょう。
　また、新型コロナウイルス流行時はその
対応で医療機関は多忙なので、交通事
故負傷者の搬送はさらに医療現場に負
担を掛けるばかりか、受け入れ先がなか
なか見つからなければ、負傷者を一層危
険にさらすことを肝に銘じておきましょう。

※１ 第1当事者とは、最初に事故に関与した車両等の運転者または歩行者のうち、その交通事故における過失が重い者をいい、第2当事者とは同事故
における過失が第1当事者に比べ軽い者をいう。

※２ その他横断中とは、横断歩道上や横断歩道付近を横断していたもの以外をいう。

※３  「子どもの飛び出し事故の事例分析」2011年、第１４回 交通事故・調査分析研究発表会　松浦常夫
※４ 生活道路における歩行者や自転車の安全な通行を確保することを目的とした交通安全対策の

一つ。区域（ゾーン）を定めて時速30キロの速度規制を実施するとともに、その他の安全対策を
必要に応じて組み合わせ、ゾーン内における車の走行速度や通り抜けを抑制すること。
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　今年は新型コロナウイルスの流行によ
り、休校していた小学生も、学校に通い始
めています。新型コロナウイルスの感染防
止はもちろんのこと、子供たちを交通事故か
らも守らなくてはなりません。
　そうした中、歩行中の交通事故死傷者
数を年齢別にみると、この小学１年生に当
たる７歳児が最も多いという意外な事実
があります（図１）。この傾向は1994年から
2018年まで変化していません。昨今、交
通事故死傷者数全体は減少傾向にあり
ますが、小学１年生はもちろん、子供の交
通事故を防ぐことは、国の交通安全基本
計画においても重点的に対応すべき対
象の一つでもあります。
　今回は、歩行中の小学生（小学１年生
から６年生）と車両との衝突による事故を
防ぐために、運転者が心掛けておくべきこ
とを書きたいと思います。
小学生の歩行中の 
交通事故の特徴

　2018年に発生した、小学生が歩行中
に第１当事者（以下１当） ※１または第２当

事者（以下２当）となった死傷事故4,190
件の内訳は、１当252件、２当3,938件で、
１当比率は６％と低く、小学生側に重い過
失がある事故は多くはありません。
　次に同年、小学生が歩行中に死傷した
4,355人を通行目的別にみると、「登校」
中が15％、「下校」中が24%、「私用」中が
60％となっています（図２）。意外にも私用
中が多くなっていますが、私用の中には観
光、飲食、送迎、遊戯など、登下校を除くほ

とんどが該当しますので、家族や友人など
と学校への登下校以外の歩行中に事故
に多く遭っていることが分かります。登下
校に関して登校中が下校中より少ないの
は、年長者と集団で歩いたり、保護者や
大人の見守りがあったりすることと関係が
あると推測されます。
　学齢別に事故件数（１当＋２当）を見る
と、高学年になるほど件数が減少していく
傾向にあります（図３）。この歩行中の死傷
事故の類型による構成率を、登下校と私
用に分けて見たのが（図４）です。登下校
では「横断歩道横断中」が多く、私用では

「その他横断中※２」が多くなっています。
これは登下校の際は、比較的安全なルー
トとして横断歩道を横断するよう、指導す
ることが多い一方、私用ではそのような決
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図１　年齢別　歩行中　死傷者数（H28年、H29年、H30年）

図２　通行目的別　歩行中　死傷者構成率 
（小学生／H30年）

図5　月別　歩行者死傷　事故件数推移（1当＋2当／H26年～H30年）
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図6　歩行中　法令違反別　死傷者構成率
（１当＋２当／H30年）

図８　交通事故事例（イタルダ事故事例集No.55）
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図4　通行目的別　事故類型別　歩行者死傷事故件数　構成率（小学生
1当＋2当／H30年）図3　学齢別　通行目的別　歩行中死傷者数（小学生／H30年）

図7　学齢別　歩行中法令違反別　死傷者数
（小学生１当＋２当／H30年）はじめに


